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し
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
昨
年
度
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
で

確
認
さ
れ
た
差
別
事
象
は
、
奈
良
県
内
で
56
件

に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
特
に
部
落
や
し
ょ
う
が

い
者
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
差
別
事
象
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。ま
だ
ま
だ
人
の
中
に
は
人
を
見
下
し
た
り
、

排
除
し
た
り
す
る
意
識
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
差
別
の
な
い
「
住
み
良
い
街
」
づ
く
り
に

は
、
こ
う
し
た
現
実
を
改
め
て
確
認
し
あ
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
」こ
と
か
ら

差
別
を
な
く
す
に
は
、
差
別
に
気
づ
き
、
差

別
の
現
実
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
、

自
分
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
。
自
分

の
周
辺
の
人
た
ち
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
の

か
、
確
か
め
る
こ
と
で
す
。

学
校
や
職
場
、
家
庭
、
地
域
な
ど
で
理
由
も

な
く
不
利
益
を
受
け
て
い
な
い
か
。
あ
る
い
は

不
利
益
を
与
え
て
い
な
い
の
か
。
自
分
の
周
辺

で
は
ど
う
か
。
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
こ
と
で

７
月
は
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間

７
月
は
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
・

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間
」
で
す
。

本
町
で
は
こ
の
月
間
を
、
人
権
侵
害
を
許
さ

ず
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
を

住
民
ど
う
し
で
確
認
し
あ
う
た
め
の
期
間
と
し

て
位
置
づ
け
、
啓
発
活
動
や
町
民
集
会
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
の
主
旨
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
み
ん
な
が
互
い
に
認
め
あ
え
る

「
人
権
の
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

差
別
事
象
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
メ

ー
ル
機
能
を
使
い
、
人
々
の
差
別
心
を
あ
お
っ

た
り
、
特
定
の
個
人
を
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
す
る
な
ど
の

書
き
込
み
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
部
落
や
外
国

人
、
し
ょ
う
が
い
者
、
お
年
寄
り
な
ど
に
対
す

る
差
別
扇
動
や
、
特
定
の
個
人
の
名
前
や
住
所

を
付
け
な
が
ら
、「
殺
せ
」「
死
ね
」
と
い
う
、

も
は
や
犯
罪
行
為
に
等
し
い
書
き
込
み
が
横
行

差
別
を
な
く
す
強
調
月
間

人
ど
う
し
が
認
め
あ
え

人
ど
う
し
が
認
め
あ
え
る
「
人
権
の
ま
ち

「
人
権
の
ま
ち
」づ
く
り
を

づ
く
り
を 
人
ど
う
し
が
認
め
あ
え

人
ど
う
し
が
認
め
あ
え
る
「
人
権
の
ま
ち

「
人
権
の
ま
ち
」づ
く
り
を

づ
く
り
を 
人
ど
う
し
が
認
め
あ
え
る
「
人
権
の
ま
ち
」づ
く
り
を 
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毎月11日は
「人権を確かめあう日」

本町では、県下の市町村とともに、

毎月11日を「人権を確かめあう日」

と定め、人権を大切にする街づくり

をめざしています。

「11日」に限らず、常に互いの人

権が守られているか、確かめあいま

しょう。

標
語
、
作
文
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す

す
。
ま
た
、
日
常
の
人
付
き
合
い
の
中
で
、
相

手
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
で
傷
つ
い
た
り
、
悲

し
ん
だ
り
、怒
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
に
よ
る
と
絶
望
の
あ
ま
り
死
ん
で
し
ま
い
た

く
な
る
時
さ
え
あ
り
ま
す
。
ま
た
逆
に
自
分
が

「
加
害
者
」
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え

悪
意
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
自
分
の
立
場
や
気
持
ち
を
伝
え
る
と

同
時
に
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
に
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

互
い
の
人
権
を
確
か
め
あ
う
こ
と
か
ら
始
め

た
い
も
の
で
す
。

認
め
あ
え
る

「
人
権
の
ま
ち
」づ
く
り
を

「
人
権
の
ま
ち
」
と
は
人
が
大
切
に
さ
れ
る

街
で
す
。
住
民
ど
う
し
が
互
い
に
認
め
合
い
、

支
え
あ
え
る
街
で
す
。

子
ど
も
の
「
い
じ
め
」
や
高
齢
者
の
「
孤
独

死
」が
社
会
問
題
と
な
っ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
地
域
社
会
の
崩
壊
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の

中
か
ら
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
が
失
わ
れ
て
き

た
結
果
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
を
認
め
る
こ
と
が
人
と
の
つ
な
が
り
を
生

み
、
そ
し
て
そ
れ
が
地
域
を
作
り
、
町
を
作
り

ま
す
。
そ
の
認
め
る
こ
と
、
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
本
当
の
意
味
の
「
人
権
の
ま
ち
」
・
「
明
る

く
住
み
よ
い
街
」
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
差
別
の
な
い
強
調
月
間
」
を
機
に
、
以
下

の
こ
と
を
提
起
し
ま
す
。
み
ん
な
で
「
住
み
良

い
街
」
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

q
差
別
の
現
実
を
知
ろ
う
。

w
人
を
認
め
、
人
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
こ

と
を
大
事
に
し
よ
う
。

e
そ
こ
か
ら
差
別
に
気
づ
く
感
性
を
育
て
よ

う
。

r
互
い
に
支
え
あ
え
る
人
の
つ
な
が
り
を
作

ろ
う
。

t
そ
し
て
差
別
や
不
合
理
に
つ
い
て
指
摘
し

あ
い
、
語
り
あ
え
る
人
間
関
係
へ
と
高
め

よ
う
。

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
人

権
に
関
す
る
標
語
・
作
文
・
ご
意
見
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
広
報

な
ど
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
人
権
施
策
推
進
室

4 3 2 1
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犯罪・非行の現状
刑法犯の認知件数は、５年連続して対前年比で減少していますが、依然と

して深刻な状況が続いています。また、凶悪犯罪が国民に与える不安は大き
く、社会を震撼

しんかん

させる重大事件も相次いでいます。
このような状況の下、犯罪や非行をめぐる様々な問題が各方面で議論され、

犯罪や非行のない明るい社会をどのように実現していくかが急務の課題とな
っています。

犯罪が発生しない地域社会を築きましょう
こうした情勢の背景には、都市化に伴い住民同士の人間関係の希薄化など

により、地域の犯罪や非行を抑制する力が減退してきていることが指摘され
ています。
本運動を通じて、少年の更生が円滑に行われ、真に実効あるものとするた

めには、本人の更生への意欲と併せ本人を取り巻く地域社会の理解と協力が
不可欠です。
犯罪を発生させない地域社会をみんなの力で築いていくため、犯罪予防活

動への参加や罪を犯した人たちの立ち直りを助けるなど、みなさんのご理解
とご協力をお願いします。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。本

町
に
お
い
て
も
、「
青
少
年
の

非
行
問
題
に
取
り
組
む
運
動
」、

「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」、「
奈

良
県
人
権
施
策
に
関
す
る
基
本
計

画
」
を
実
施
す
る
関
係
機
関
・
団
体

と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、地
域

に
根
ざ
し
た
誰
も
が
参
加
で
き
る

幅
広
い
活
動
を
展
開
し
、青
少
年

が
健
全
に
育
成
さ
れ
る
明
る
い
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
福
祉
介
護
課

a

第
58
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動（
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

―
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助
の
た
め
、地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
―

一
定
の
要
件
を
満
た
す
省
エ
ネ

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
改
修

工
事
が
完
了
し
た
翌
年
度
分
に
限

り
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
り
ま

す
。

■
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す

○
本
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
し

た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）。

○
本
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
改
修
工

事
を
行
い
、
改
修
工
事
に
要
す

る
費
用
が
30
万
円
以
上
。

○
次
の
q
ま
た
は
w
の
改
修
工
事

q
窓
の
改
修
工
事
（
窓
の
二
重
サ

ッ
シ
化
や
複
層
ガ
ラ
ス
化
な

ど
）

w
窓
の
改
修
工
事
と
併
せ
て
行
う

床
、
天
井
、
壁
の
い
ず
れ
か
の

断
熱
改
修
工
事

※

そ
れ
ぞ
れ
の
改
修
部
分
が
現

行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
が
必
要

■
減
額
さ
れ
る
内
容

○
１
戸
当
た
り
１
２
０
g
相
当
分

の
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額

※

新
築
軽
減
や
耐
震
改
修
に
伴

う
軽
減
措
置
と
同
時
に
は
適
用

で
き
ま
せ
ん
。

■
減
額
措
置
の
申
請
手
続
き

工
事
完
了
後
３
ヵ
月
以
内
に
次

の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
減
額
申
告
書

○
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し

た
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

証
明
書
（
建
築
士
、
指
定
確
認

検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
が
発
行
し
た
も

の
）

○
工
事
内
容
や
金
額
を
示
す
工
事

明
細
書
お
よ
び
領
収
書
な
ど

（
写
し
）

■
申
請
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
税
務
課

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
い
固
定
資
産
税
が
減
額

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
町
更
生
保
護
女
性
会
が

「
愛
の
善
意
募
金
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
お
金
は
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
々
が
立
ち
直
る
た
め

の
援
助
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
更
生
保
護
女
性
会

愛
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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問い合わせ　　1　　0746－34－5501 
　　　　　　ＦＡＸ　0746－34－5502

（ミズノウエルネス大淀） 

夏休みに少しだけ水泳の練習をしてみませんか。
現在、子どもスイミング教室に参加していないお子

さんでも参加できます。
■練習期間
【第１期】８月８日（金）・９日（土）
【第１期】午後２時から午後３時まで
【第１期】８月10日（日）
【第１期】午後12時20分から午後１時20分まで
【第２期】８月20日（水）から８月22日（金）まで
【第１期】午後２時から午後３時まで
■対象・定員
満４歳から小学校６年生まで　各期30人（先着順）
■参加料金
3,000円（現在子どもスイミング参加者は2,500円）
■受　　付 ７月16日（水）から電話またはフロント

７月から友達や家族と一緒に定期利用を始めると、
素敵なプレゼントをお渡しします。
【プレゼント】
エクササイズ用ボール（直径約26b）を先着５組に！
オリエンテーション予約または受付時に「広報を見ま

した」と伝えてください。
■定期利用料
１ヵ月4,800円／６ヵ月26,000円／１年48,000円
※ 定期利用には、事前にオリエンテーションを実施
しています。（電話で問い合わせてください）

■主　管 町教育委員会

子ども短期水泳教室「ちょっとだけ練習」

定期利用者募集中

平成20年町議会第２回定例会が、６月６日（金）から
６月13日（金）まで開かれ、次の議案が可決されました。
その概要を掲載します。

条例等の制定・改正
■大淀町企業立地の促進に関する条例
町経済及び町財政の安定化、並びに人口増加につな
げるため、安定的な企業活動を行うことができる企業
の立地の促進を図るためのものです。
■大淀町監査委員に関する条例の一部を改正する条例
地方公共団体の財政の健全化に関する法律の一部が
施行されたことに伴うものです。
■特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部を改正する条例
行財政改革の一環として、農業委員会の委員に対す
る報酬額について引下げを行うものです。
■大淀町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
る条例
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政
令の一部を改正する政令が公布、施行されたことに伴
うものです。
平成20年度予算の補正
■平成20年度大淀町一般会計補正予算（第１号）
■平成20年度大淀町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
その他
■訴えの提起について
■奈良県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
■大淀町農業委員会の選任による委員の推薦について

■平成19年度大淀町一般会計継続費繰越計算書の報告
について
■平成19年度大淀町一般会計繰越明許費繰越計算書の
報告について
■平成19年度大淀町下水道事業特別会計繰越明許費繰
越計算書の報告について
■平成19年度大淀町水道事業会計継続費繰越計算書の
報告について
■平成19年度大淀町水道事業会計予算繰越計算書の報
告について
■平成19年度大淀町土地開発公社決算書及び平成20年
度大淀町土地開発公社計画書の報告について
■平成19年度有限会社吉野路大淀振興センター決算書
及び平成20年度有限会社吉野路大淀振興センター予
算書の報告について

報告事項

議決事項

だより 
平成20年   
町議会第2回定例会 

■
公
文
書
開
示
請
求
の
件
数

２
件

■
請
求
の
内
容

q
大
淀
町
大
字
●
●
●
●
の
土
地
・
建

物
に
設
定
し
た
差
押
決
定
に
係
る
関

係
文
書
（
根
拠
法
令
、
経
費
等
を
含

む
）
及
び
差
押
の
取
消
決
定
に
係
る

関
係
文
書
（
経
費
等
を
含
む
）。
ま

た
、
抵
当
権
を
設
定
し
て
あ
る
物
件

を
差
し
押
さ
え
る
根
拠
、
理
由
、
町

が
得
る
利
益
が
分
か
る
文
書
。

w
平
成
△
△
年
□
□
月
○
○
日
申
請

（
開
示
請
求
者
分
）
の
印
鑑
登
録
証

明
書
交
付
申
請
書

情
報
公
開
制
度

■
請
求
の
対
象
と
な
る
実
施
機
関

町
長

■
開
示
決
定
の
内
容
　
　

q
w
部
分
開
示

※

個
人
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は

非
開
示

■
不
服
申
立
の
有
無

な
し

■
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
の
件
数

０
件
（
町
立
大
淀
病
院
の
診
療
情
報

の
提
供
に
関
す
る
取
扱
要
綱
に
基
づ
く

開
示
請
求
は
含
み
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
総
務
課

個
人
情
報
保
護
制
度

平
成
19
年
度

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況
を
公
表
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なし

運動会で楽しく交流
高齢者運動会

小さな光に酔いしれて！
今木の里ホタルまつり

見事な作品が勢ぞろい
和紙ちぎり絵展

▲大きなパンツを二人ではいてデカパンリレー

な

６月４日（水）、町平畑運動公園サッカー場で、町

と町老人クラブ連合会による高齢者運動会が開催

されました。

高齢者の健康増進と親睦
しんぼく

を目的に行われたこの

運動会には、町内から約600人が参加し、ボールリ
レーやデカパンリレー、玉ころがし、綱引きなど

の競技が行われ、初夏の日差しのなか、参加者は

楽しくさわやかな汗を流しました。

５月30日（金）・31日（土）、町中央公民館で大淀
和紙絵の会主催による「和紙ちぎり絵展」が行われ

ました。

奈良県高齢者大学の和紙ちぎり絵講座をきっか

けに結成された大淀和紙絵の会のみなさんは、日

ごろ南和労働会館で和紙絵の創作を行っています。

４回目の開催となった今回の作品展には、約120
点の力作が展示され、会場は終日たくさんの人で

賑
にぎ

わいました。

▲たくさんの人が会場を訪れました

６月14日（土）、今木区の駐車場で、今木里おこ
しの会のみなさんによる「今木の里ホタルまつり」

が開催され、町内外から約1000人が今木の里を訪
れました。

特設ステージでは、ギターの弾き語り、フラダ

ンス、大正琴、和太鼓の演奏、南京玉すだれなど

のアトラクションが披露されました。また、会場

では金魚すくいやイカ焼き、うどん、串
くし

こんにゃ

くなどの模擬店が出店され、たくさんの人で賑
にぎ

わ

いました。あたりが暗くなり、500器の燈
とう

火
か

の明か

りが幻想的に浮かびあ

がるころ、近くの小川

では、ホタルが舞い始

め、参加者はホタルの

淡い光に酔いしれてい

るようでした。

t歯をくいしばっ
て、力を合わせ
て綱引き

tちゃんと受け取
ってね！
ボールリレー

大玉さんあs
どこいくの！

▲ステージではフラダンスなど
が披露されました
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本
年
３
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
元
町
議
会

議
員
、
故
藤
山
勉
氏
（
増
口
）
に
旭
日
単

光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤
山
氏
は
、
旺
盛
な
責
任
感
と
郷
土
愛

の
精
神
に
燃
え
、
町
消
防
団
分
団
長
、
区

長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
住
民
の
信
頼
を

築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
58
年
４
月
に
執
行
さ
れ
た
町
議
会

議
員
選
挙
に
立
候
補
、
地
域
住
民
の
厚
い

信
頼
を
得
て
初
当
選
し
、
そ
れ
以
来
平
成

11
年
４
月
ま
で
の
連
続
４
期
16
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ

れ
ま
し
た
。
議
員
在
任
中
は
、
町
議
会
議

長
、
町
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
を
は
じ
め

と
す
る
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
同
各
特
別

委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
お
よ
び
委

員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
本
町
行
政
の
進
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
故

藤
山
勉
氏
の

生
前
の
功
績

を
た
た
え
、

心
か
ら
ご
冥め

い

福ふ
く

を
お
祈
り

い
た
し
ま
す

元
町
議
会
議
員

故

藤
山
勉
氏
に
旭
日
単
光
章

第
７
期
ち
び
っ
子
桧
垣
本
座
の
練
習
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

座
員
１
人
ひ
と
り
の
自
己
紹
介
が
あ

り
、
先
生
か
ら
座
員
は
相
互
扶
助
で
練
習

す
る
よ
う
に
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
練
習

初
回
は
「
吉
野
天
人
」
の
謡
か
ら
で
す
。

新
規
座
員
は
古
め
か
し
い
こ
と
ば
や
節
回

し
に
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で
し
た
が
、
継

続
の
座
員
と
い
っ
し
ょ
に
練
習
す
る
う
ち

大
き
な
声
が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
最
後
に
は
、
保
護
者
の
み
な
さ

ん
を
前
に
座
員
は
扇
を
持
ち
正
座
を
し
て

謡
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で
、
謡
の
ほ

か
、
舞
、
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
を
け

い
こ
し
て
大
和
猿

楽
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
発
表

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
第
７

期
ち
び
っ
子
桧
垣

本
座
を
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

。

二つの全国大会に出場
大淀緑ヶ丘ファイターズ

梅雨の晴れ間にパークゴルフで交流
第5回町長杯パークゴルフ大会

少年野球チーム「大淀緑ヶ丘ファイターズ」が、第13
回高野山旗西日本学童軟式野球大会（会場：和歌山県）と
第25回筑後川旗西日本学童軟式野球大会（会場：福岡県）
の、二つの全国大会に出場することになりました。
これは、それぞれの大会の奈良県予選において、準優

勝・優勝を収め、奈良県代表として両大会に出場するこ
とになったものです。
大淀緑ヶ丘ファイターズのみなさんのご健闘をお祈り

します。

第5回町長杯パークゴルフ大会が、6月
24日（火）に町パークゴルフ場で行われまし
た。
当日は晴天の下、79人が大会に参加し

てプレーを楽しみました。

◇主な結果（敬称略）
【男性の部】
【優　勝　福西新吾　　準優勝　松場金光
【第3位　中永幸三

【女性の部】
【優　勝　扇谷英子　　準優勝　谷　恒子
【第3位　中谷英子

●主将　橋山皐介くんのコメント

「奈良県代表として、チームが一丸となって、悔いのな
いように精一杯がんばってきます。」

t女性の部

男性の部s

t
藤
山
歌
子
さ
ん

（
故
藤
山

勉
氏
の
妻
）
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本
町
は
、
昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら
住
宅
開
発
が

進
み
、
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
13
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に

近
年
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
人
口
減
少
が
続
け
ば
、平
成
28
年
ご
ろ
に
は
、

町
の
人
口
は
、
約
１
万
８
８
０
０
人
程
度
に
落

ち
込
み
、
ひ
い
て
は
、
町
の
活
力
や
地
域
経
済

の
低
下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

人
口
が
増
え
、
活
力
の
あ
る
町
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
し
た
定
住
促
進
施
策
を
お
こ
な

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
、
人
口
の
転
入
促
進
や
、
転
出
防
止
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
施
策
の
検
討
を
お
こ

な
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
の
Ｐ
Ｒ
活
動

本
町
に
は
優
良
で
安
価
な
住
宅
地
が
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
が
多
く
残
る
な

か
で
、
鉄
道
や
道
路
網
が
充
実
し
、
日
常
生
活

に
必
要
な
商
店
も
多
く
あ
り
、
利
便
性
の
高
い

町
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
加
え
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
も
近
隣
市
町
村
と
比
較
し
て
も
高
い
水
準

を
保
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
や
魅
力
を
町
内
外
に
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
転
入
増
加

と
転
出
防
止
を
促
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
や
魅
力
を
ま

と
め
た
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
」「
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
で
の
呼
び
か
け
」
を
お
こ
な
っ
て
い

き
ま
す
。

関
連
企
業
と
の
協
力
体
制

作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
本
町
に
「
ど
の
よ
う
な
住
宅
販
売
物
件

が
あ
る
の
か
」
や
「
ど
の
よ
う
な
お
店
が
あ
る

の
か
」
な
ど
の
情
報
も
掲
載
し
、
見
た
人
が
興

味
を
引
く
内
容
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
町
内
を
は
じ
め
あ
ら

ゆ
る
機
会
に
数
多
く
配
布
、
掲
示
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
関
連
す
る
企
業
と
協
力
し
て
こ
れ

ら
の
広
報
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

企
業
立
地
条
例
を
施
行

人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ
に
、
雇
用
の
場
が

少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
の

活
力
や
経
済
は
企
業
活
動
と
も
密
接
に
か
か
わ

り
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
定
の
企
業
活
動
を
お
こ
な
え
る

企
業
の
新
規
立
地
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
、
投

資
資
金
の
一
部
を
助
成
す
る
「
大
淀
町
企
業
立

地
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
町
議
会
平
成
20

年
第
２
回
定
例
会
に
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
雇
用

の
場
の
確
保
」、「
地
域
経

済
の
活
性
化
」、「
人
口
の

増
加
」
な
ど
、
相
互
的
な

発
展
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

定住促進の「パンフレット」および「ホームページ」
作成にあたって有料広告を掲載していただける企業
を募集します。
パンフレットは、8,000部作成し、県内を中心とし

た公共施設や住宅販売所で配布します。ホームペー
ジ（本町のホームページ内の定住促進・企業誘致の
ページ）には、バナー広告を掲載し、指定のホーム
ページへリンクさせます。
パンフレットは１スペースあたり15,000円～、ホ

ームページは１スペースあたり80,000円～です。
詳しくは、町ホームページ内の定住促進・企業誘

致のページをご覧になるか、町役場企画課まで問い
合わせてください。

●対象となる企業
町内に事業所のない者が、建物の新築また

は購入を伴い、町内に企業を新規立地する場
合で、次の要件を全て満たす事業所が対象と
なります。

¡立地に要した投下固定資産総額（土地取得費
を除く）が１億円以上

¡建物の延べ床面積が1,000平方メートル以上
¡従業員数が10人以上
¡風俗営業や周辺環境に害をおよぼすおそれ
のある事業でないこと

¡町税の滞納がないこと

●助成の内容
固定資産税（土地にかかる分を除く）および

町民税（法人税割分）の納付額の５分の１に相
当する額を５年間助成します。

※ このほか、増設、改修、移転についても、
同等の要件を満たす事業所については、一
定の助成をおこないます。

町定住促進・企業誘致のホームページ

企業立地条例の概要
（新規立地の場合）

～ 協賛企業を募集します ～

本
町
定
住
促
進
の
取
り
組
み

〜
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

http://www.town.oyodo.nara.jp/seisaku/teijyuu
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大 淀 町 花 火 大 会

■大淀町花火大会を生中継
町役場屋上から、夏の大

淀の風物詩「大淀町花火大会」の様子を
生中継します。
夜空を彩る約2,500発の花火。会場へ

行けない人も自宅のテレビで花火大会
の雰囲気を味わってください。
■放送日時
７月19日（土）午後７時50分から
※ 雨天の場合は放送を中止すること
があります。

大淀町あらかしテレビ

◇大淀あらかしテレビの番組に
関すること　　
町役場企画課　10747－52－5501
◇こまどりケーブルの加入・サービス
内容に関すること
こまどりケーブル　10120－667－740

☆「安心安全メール」の登録を受付中☆
町では、地域の防犯力を高め地域社会の安心安全をめざす

ために、生活の身近な安全に関する情報をインターネットと
携帯電話を利用して登録者にメール配信するサービスを行っ
ています。
○Ａパソコン用アドレス（配信登録・安心安全掲示板など）
https://safety.town.oyodo.nara.jp/Community/
○Ｂ携帯電話用アドレス（配信登録・安心安全掲示板など）
https://safety.town.oyodo.nara.jp/Community/mobile/

■問い合わせ先 町役場総務課

携帯電話で迷惑メールを受信できないように設
定している人は、次のドメインまたはアドレスか
らのメールを受信できるように設定の変更をして
ください。（設定の変更は、各種携帯電話ショップに
確認してください。）
◆メールの配信元ドメイン
「safety.town.oyodo.nara.jp」
◆アドレス
「hostmaster@safety.town.oyodo.nara.jp」

▲携帯電話用
QRコード

Hello, everyone！
It has been a while, hasn’t it？ I have been traveling a
lot, and learning about Japan. In the last few months I
have visited Kyoto, Nara, Osaka and Tokyo. My trips
to Osaka and Nara were short, but I spent four days in
Kyoto and three days in Tokyo.
In Kyoto I went to many places. I went to Ryoanji and
Kinkakuji again, but I went to new places too. For
instance, I visited Kofukuji and Kiyomizudera. I also
met a friend from college in Kyoto, and we went
sightseeing together. She was also enjoying Kyoto a
lot. We went to some great restraunts too. 
In Tokyo I visited a roommate from college. He lives in
Tokyo now. He showed me some interesting places,
and we talked a lot. Tokyo is a great city, but I think I
like living in smaller cities better, and I’m happy to live
in Nara prefecture. 
Jared Christman

こんにちは、みなさん！
久しぶりですね。僕はたくさん旅行して、日本のことを
勉強しました。この2、3ヵ月の間に、京都、奈良、大阪
そして東京に行きました。大阪と奈良は短い旅行でしたが、
京都に四日間、東京に三日間泊まりました。
京都では、いろんなところに行きました。竜安寺と金閣
寺は前に続いて再度行きました。また、新しいところも見
に行きました。例えば、興福寺と清水寺を訪問しました。
そして、京都で僕は大学の友達に会って、一緒に観光しま
した。彼女も京都を大いに楽しんでいました。僕たちは、
素敵なレストランにも数軒行きました。
東京で、僕は大学のルームメートを訪ねました。彼は、

今東京に住んでいます。彼は僕にいくつか面白い所を紹介
してくれて、僕たちはたくさん話をしました。東京はすば
らしい都市だと思うけれど、私はもうちょっと小さい町に
住む方が好きです。奈良県に住めて幸せです。
ジャレード・クリストマン

7月19日（土）下渕 千石橋上流

午後7時50分から・小雨決行（河川増水の場合は中止します）

協賛金・ボランティアのお願い
花火大会を盛大に行うために、みなさんから協賛金・ボランティアを
募っています。
みなさん「力」を合わせて、楽しい花火大会にしましょう。

（協賛金袋を配布させていただきますので、ご協力をお願いいたします。）

■問い合わせ先 町花火大会実行委員会（町商工会内　10747%29555）

大淀中学校英語指導助手の　　 
ジャレード・クリストマンさん 
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福祉医療制度 問い合わせ　町役場ほけん課福祉医療制度
注　意　事　項

福祉医療制度（医療費助成の対象者および一部負担金）

助成制度名 対　　　象　　　者 一　部　負　担　金

通院：1ヵ月につき0,500円
入院：1ヵ月につき1,000円
¡ 2週間未満の入院の場合、1ヵ月に
つき500円です。

¡ 大淀病院などの総合病院では、診療
科ごとに一部負担金が必要です。

¡ 3級の身体障害者手帳を持っている
人は、一部負担金を差し引いた金額の
半額になります。

保険対象となる医療費の1割

本町では、老人、乳児、幼児、心身障がい者、
母子家庭の人に対する医療費の助成を行ってい
ます。助成の対象となる人は、本町に住所を有
する健康保険の加入者で、それぞれの制度の要
件を満たす人です。要件を満たす人は医療費の
助成を受けることができますので、町役場ほけ
ん課に申請してください。
また、本年7月31日で有効期限が切れる医療

費受給資格証を持っている人で更新を希望する
人は、町役場ほけん課に申請してください。

※ 福祉医療制度には、本人・配偶者・扶養義
務者に対する所得制限などがあり、申請後に
所得などを確認します。

【助成金の支給について】
○県内医療機関で診療を受けた場合
自動償還で助成金を支給します。「医療機関」、「薬

局」、「柔道整復施術所」の窓口では必ず医療費受給資
格証を提示してください。この提示がない場合、自
動償還での助成金の支給が受けられません。
《自動償還》医療保険の自己負担分を支払った後、
1ヵ月分の支払額から一部負担金を差し引いた金
額が登録している口座に振り込まれる給付方法。
○県外医療機関で診療を受けた場合、および県内で
医療費受給資格証を提示しなかった場合
領収書を持参して、町役場ほけん課で助成金の請

求をしてください。
【その他】
○福祉医療制度には、本人・配偶者・扶養義務者に
対する所得制限などがあります。そのため、所得
更正が行われた場合、さかのぼって受給資格を失
うことがあります。この場合、すでに助成された
医療費は返還していただくことになります。
※ 乳幼児医療費助成制度には所得制限はありません。
○国民健康保険から社会保険に変更するなど、現在
使用している健康保険証に異動がある場合、必ず
町役場ほけん課に届け出てください。
○医療機関の窓口での支払いが困難な場合は、町役
場ほけん課に相談してください。

昭和15年7月31日までに生まれた70歳未
満の人で、本人・配偶者・扶養義務者ともに
市町村民税所得割非課税の人

75歳未満で1・2・3級の身体障害者手帳、
またはＡ判定の療育手帳を持っている人

母子家庭の母と18歳未満の児童、およびこ
れに準じる人

65歳以上の後期高齢者医療制度に加入して
いる1・2・3級の身体障害者手帳、または
Ａ判定の療育手帳を持っている人、および75
歳以上で母子医療費助成制度に該当する人

重度心身障害
老 人 等 医 療

母　子　医　療

心身障害者医療

乳 幼 児 医 療

老　人　医　療

重度心身障害老人等医療費助成金の本年7月支給予定分の振込月が遅れます。
奈良県後期高齢者医療広域連合での医療費の計算処理が遅れることにより、重度心身障害老人等医療費助成金の

支給が遅れます。このため、本年4月診療からの助成金の振込月が確定していません。支給日が決定しだい通知し
ます。ご迷惑をおかけしますがご了承ください。

0歳から義務教育就学前までの乳幼児

申請に必要なもの

○助成の対象者を記載している健康保険証
○心身障害者医療費助成制度・重度心身障害老人等
医療費助成制度の場合は、1・2・3級の身体障害
者手帳、またはＡ判定の療育手帳
○平成20年1月1日現在で他の市町村に住所を有し
ていた場合は、平成20年度課税分の本人・配偶
者・扶養義務者の課税証明書、または非課税証明
書（平成20年1月1日現在で住所を有していた市
区町村で証明書発行の手続きが必要です。）
○助成金振込口座登録のための金融機関の通帳（郵
便局を除く）
○印鑑
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

○被保険者証
後期高齢者医療制度の対象者には、７月下旬に新しい被保険

者証を配達記録証明郵便（紫色の封筒）で郵送します。現在使
用している被保険者証は、７月31日までの有効期限ですので、
８月１日以降は７月下旬に郵送する新しい被保険者証で受診し
てください。（有効期限が本年７月31日までの被保険者証は町
役場に返却するか、ハサミを入れるなどして処分してください）

○保険料
保険料は、被保険者一人ひとりに賦課されます。被保険者全

員が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」からなり、「均等割額」と「所得割額」
の合計が保険料額です。

※ 一部の人は、本年４月から保険料を仮徴収していますが、７月に平成20年度の保険料額を決定したうえ
で、仮徴収額と清算し、本徴収の額を決めます。（ただし、社会保険の被扶養者であった人については10
月からの徴収になります。）
均等割の保険料には、所得の少ない世帯に属する被保険者について軽減措置があり、所得に基づき保険

料の均等割額が７割・５割・２割軽減されます。

※　基礎控除額等は、税制改正などで今後変わることがあります。
※ 上記の軽減措置を受けるには、税法上の申告義務のない人（障害年金、遺族年金等受給者や被扶養者お
よび所得のない人）であっても、町役場税務課窓口で所得の申告を行う必要があります。所得の確認がで
きている被保険者は、申告の必要はありません。

《特別徴収》…保険料の納付方法は、原則として年金から徴収されます。
《普通徴収》…年金額が年額18万円未満の人や介護保険料と後期高齢者医療保険料の合算額が年金受給額の

２分の１を超える人は、納付書や口座振替等により町役場に個別に納めます。

〈平成20年度における健康保険や共済組合の被保険者の被扶養者の特例措置〉
新しく保険料を負担することになる「健康保険や共済組合の被保険者の被扶養者」であった人については、

本年４月から９月までは保険料を凍結し、10月から平成21年３月までは保険料を９割軽減します。

■問い合わせ先
¡奈良県後期高齢者医療広域連合　10744@98430
¡町役場ほけん課　10747%225501

軽 減 割 合 世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額等が次の人が対象になります

７ 割 軽 減 「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

５ 割 軽 減 「基礎控除額（33万円）＋24.5万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯主は除く）」
を超えない世帯

２ 割 軽 減 「基礎控除額（33万円）＋35万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯

均等割額
39,900円

所得割額
（総所得金額等－330,000円）

×7.5％

保険料（年額）
限度額500,000円＋ ＝

＊　所得割額は前年所得に基づき算出します

見 　 本 見 　 本 
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25

た
い
じ
ゅ

▲土田のケヤキ

６月13日（金）、町内の歴史・文化について学習する「おおよど歴史学習会」が、
岩壺大日寺庫裏で開催されました。
町内からおよそ20人が集まり、岩壺地区の歴史と文化について学習しました。
次回は８月に矢走地区でおこなう予定です。たくさんのみなさんの参加をお待ち
しています。

おおよど歴史学習会を開催

今
日
は
電
車
に
の
っ
て
、
近
鉄
吉

野
線
の
下
市
口
駅
を
出
発
し
て
、
吉

野
方
面
に
向
か
い
ま
し
ょ
う
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
夏
の
日
差
し

を
う
け
て
き
ら
き
ら
光
る
吉
野
川
が

見
え
て
き
ま
す
。
右
手
に
は
、
河
川

敷
公
園
の
リ
バ
ー
パ
ー
ク
「
お
お
よ

ど
」
が
広
が
り
、
私
た
ち
は
土
田
の

ま
ち
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。

土
田
の
家
並
み
を
越
え
て
越
部
駅

が
見
え
始
め
る
こ
ろ
、
右
手
の
線
路

の
脇
に
、
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な

小
さ
な
祠
ほ
こ
らと
、
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木

が
立
っ
て
い
ま
す
。
越
部
の
駅
を
降

り
て
、
も
う
一
度
ケ
ヤ
キ
の
と
こ
ろ

へ
戻
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

川
の
北
岸
の
堤
防
へ
と
り
つ
く
よ

う
に
立
っ
て
い
る
こ
の
大
ケ
ヤ
キ
は
、

高
さ
15
ｍ
、
幹み
き

周
り
は
約
８
ｍ
、
枝

の
張
り
出
し
は
東
西
40
ｍ
、
樹
齢
は

推
定
７
０
０
年
と
さ
れ
、
奈
良
県
で

も
有
数
の
ケ
ヤ
キ
の
大
樹
で
す
。

平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
の
台
風

で
、
ケ
ヤ
キ
の
西
半
分
は
倒
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
盛
夏
の
こ
ろ
に
は
、未
だ
に
青
々

と
し
た
葉
を
た
く
さ
ん
つ
け
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
の
側
に
あ
る
小
さ
な
祠ほ
こ
らは
、

線
路
の
開
通
と
と
も
に
土
田
神
社
（
妙み
ょ
う

見
宮
け
ん
ぐ
う
）
の
境
内
に
合ご
う

祀し

さ
れ
た
、住
吉

神
社
の
元
地
で
す
。こ
の
ケ
ヤ
キ
が
、

ご
神
木
と
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

伝
承
で
は
、
今
か
ら
１
６
０
０
年

前
の
神
功
皇
后

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
の
時
代
、
大
和
盆
地

（
国
中
く
ん
な
か

）
に
吉
野
川
の
水
が
引
か
れ

た
記
念
と
し
て
、
お
手
植
え
さ
れ
た

の
が
こ
の
ケ
ヤ
キ
だ
と
い
い
ま
す
。

今
か
ら
３
２
０
年
ほ
ど
前
、
江
戸
時

代
の
元
禄
年
間
（
１
６
８
８
〜
１
７

０
３
）
ご
ろ
か
ら
、
吉
野
川
の
水
を

国
中
に
引
く
分
水
ぶ
ん
す
い

計
画
は
あ
り
ま
し

た
が
、
実
際
に
水
が
引
か
れ
た
の
は
、

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

一
方
で
こ
の
ケ
ヤ
キ
を
植
え
た
の

は
、
日
本
で
最
初
に
国
を
統
一
し
た

神じ
ん

武む

天
皇
で
、
九
州
か
ら
大
和
入
り

す
る
途
中
、
こ
の
川
辺
で
休
ん
だ
際

に
お
手
植
え
さ
れ
た
と
も
い
い
ま
す
。

毎
年
７
月
26
日
に
な
る
と
、
橿
原

市
に
あ
る
大
和
三
山
の
ひ
と
つ
、
畝

傍
山
の
畝
火
山
口
神
社
か
ら
宮
司
が

や
っ
て
き
て
、
ケ
ヤ
キ
ウ
ラ
・
ケ
ヤ

キ
ガ
フ
チ
と
よ
ば
れ
る
樹
下
の
川
辺

で
水
を
汲
む
と
い
う
神
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
水
は
、
７
月
28
・
29
日

に
畝
火
山
口
神
社
の
夏
祭
り
（
デ
ン

ソ
ソ
祭
り
）
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

ま
た
畝
火
山
口
神
社
で
は
、
毎
年

２
月
と
11
月
、
大
阪
の
住
吉
大
社
か

ら
宮
司
が
や
っ
て
き
て
、
祭
礼
に
用

い
る
土
器
を
作
る
た
め
の
土
取
り
神

事
（
埴
土
は
に
つ
ち

神
事
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
埴
土
は
、
大
和
国

や
ま
と
の
く
に
の
「
物
実
も
の
ざ
ね

（
代
わ
り
に
な
る
も
の
）」
と
い
い
、

こ
の
大
和
三
山
の
「
土
を
取
る
」
と

い
う
神
事
に
も
、
大
和
国
を
治
め
た

い
と
い
う
大
阪
の
人
々
の
願
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

吉
野
川
の
水
を
取
る
神
事
も
こ
れ

に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
前
者
の
伝
承

は
、
畝
火
山
口
神
社
の
神
事
と
と
も

に
、
吉
野
川
の
水
を
の
ど
か
ら
手
が

出
そ
う
な
く
ら
い
欲
し
が
っ
た
、
江

戸
時
代
の
国
中
の
人
々
の
願
い
を
伝

え
た
も
の
、
後
者
は
、
地
元
の
人
々

が
も
っ
て
い
た
、
吉
野
川
沿
い
に
葉

を
広
げ
る
大
ケ
ヤ
キ
に
、
吉
野
を
舞

台
と
す
る
神じ
ん

武む

東
征
と
う
せ
い

伝
承
を
重
ね
あ

わ
せ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

土
田
は
、
江
戸
時
代
に
吉
野
山
、

伊
勢
方
面
へ
と
向
か
う
旅
人
た
ち
の

宿
場
し
ゅ
く
ば
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
吉
野
川
を
見
下
ろ
す
こ
の

大
樹
が
、
旅
行
く
人
々
の
目
に
、
豊

か
な
水
の
国
・
吉
野
を
印
象
づ
け
た

の
で
し
ょ
う
。

吉
野
川
の
水
を
吸
っ
て
何
百
年
も

の
間
成
長
を
続
け
た
ケ
ヤ
キ
は
、
吉

野
川
の
「
物
実
」
を
取
る
場
所
の
目

印
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま

な
伝
承
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

台
風
の
過
ぎ
た
平
成
15
（
２
０
０

３
）
年
２
月
10
日
、
貴
重
な
伝
承
と

民
俗
行
事
を
背
景
に
も
つ
こ
の
ケ
ヤ

キ
は
、
本
町
で
最
初
の
町
指
定
天
然

記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
暑
い
日
で
も
、
電
車
で
通
る

た
び
に
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
が
と
て
も
元

気
に
葉
を
つ
け
て
い
る
の
を
み
る
と
、

な
ん
だ
か
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。

◇
町
教
育
委
員
会

文
化
財
技
師
　
松
田
　
度

吉
野
川
を
見
下
ろ
す
大
樹

（
お
お
よ
ど
の
指
定
文
化
財

そ
の
４

土
田
の
ケ
ヤ
キ
）
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税源移譲時の年度間の
所得変動による住民税の調整措置
～対象者に減額申告書を送付しました～

平成19年に実施した税源移譲により、ほとんどの人は平成19年１月から所得税が減額となり、その分平成
19年６月から住民税が増額となっており、税負担総額は今までと変わらないようになっています。
しかし、平成18年に所得税が課税されていた人で、退職などにより平成19年の所得税が課税されない程度

にまで所得税が減少した人については、所得税が減になる影響を受けずに、住民税だけが増になるという場
合があります。このような人に対しては調整措置として、平成19年度の住民税を税源移譲前の税額に減らし、
その差額を還付する経過措置が設けられました。

※ 寄付金控除額などの人的控除以外の控除額が増加したり、住宅ローン控除などによって所得税が課税さ
れなくなった人は適用されません。また、平成19年中に亡くなった人や海外に転出して本年1月1日現在国
内に居住していない人も適用されません。

■対象者
例：産休や病気のため長期休職していた人、定年退職や依願退職した人、自営業で業績悪化のため大幅に
所得が減った人などで、平成19年分の所得税が課されない程度になった人

次の条件１と条件２を同時に満たす場合、申告により減額されます。

※　課税所得金額……前年中の所得金額から所得控除金額を引いた金額
※　分離課税額……株式や土地などの譲渡所得に係るもの
※　人的控除……配偶者控除や扶養控除など、人に関する控除

■減額となる住民税の計算
平成19年度の課税所得金額について、税源移譲後の税率を適用して調整控除を行った後の税額から、税源

移譲前の税率を適用した税額を差し引いた額を減額します。

※　未納の徴収金がある場合は充当され、すでに納付済みの場合は還付となります。

■申告方法
７月31日までに平成19年１月1日現在居住の市町村へ減額申告書を提出（持参もしくは郵送）してください。

（減額申告書は、町役場税務課にも備えつけてあります。）

※ 減額の経過措置を受けた後に所得変動などが発生し、前述の適用要件に該当しなく
なった場合は、すでに決定した適用を取り消すことになりますのでご了承ください。

■問い合わせ先 町役場税務課

平成19年度住民税の課税所得金額
（申告分離課税分を除く）

所得税との人的控除額の差の合計額

平成20年度住民税の課税所得金額
（申告分離課税分を含む）

所得税との人的控除額の差の合計額

＞

≦

条件１

条件２

平成19年度住民税額
（調整控除後）

平成19年度住民税額
（税源移譲前の算出税額）

平成19年度住民税から
差し引く金額

－ ＝

申告期限は
7月末まで

税源移譲時の年度間の
所得変動による住民税の調整措置
～対象者に減額申告書を送付しました～
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町保健センター　1　 0747－52－9403　 
　　　　　　　　FAX 0747－52－9404
町ホームページからも申し込みができます。 
　　　　　　　　　　http://www.town.oyodo.nara.jp

●子どもの健康診査

実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

４ヵ月児健康診査
７月16日（水）・午後１時30分～午後２時 H20.２.17～H20.３.15生まれ
８月11日（月）・午後１時30分～午後２時 H20.３.16～H20.４.15生まれ

10ヵ月児健康診査
７月17日（木）・午後１時30分～午後２時 H19.８.18～H19.９.15生まれ
８月12日（火）・午後１時30分～午後２時 H19.９.16～H19.10.15生まれ

１歳６ヵ児健康診査 ７月31日（木）・午後１時15分～午後２時 H18.12.１～H19.１.31生まれ
※１　対象児には問診票を送付します。
※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４ヵ月児健康診査で、ＢＣＧ予防接種を同時実施します。

［乳幼児］午前９時から午前11時まで　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時から午後４時まで
尿検査・血圧測定・保健師や栄
養士による健康についての相談
を行います。

※１　対象児には予診票を送付します。
※２ 受付時間は午後１時30分から午後２時までです。ただし、麻しん風しん混合については、午後１時30分から
午後２時30分までです。

※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
★転入した人は、以前に受けた予防接種について、町保健センターへ連絡してください。連絡のない場合は、予防
接種の案内ができませんので、ご了承ください。

●予防接種

予防接種名 実施日
対　象　児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

三種混合
７歳６カ月未満の子

「Ⅰ期初回」の接種を終了
した７歳６カ月未満の子

1期
初回

1期
追加

７月９日（水）
８月20日（水）
９月17日（水）

H19.12.16～H20.１.31生まれの子

７月18日（金）
７月７日（月）
７月18日（金）

麻しん風しん混合

ポリオ

第２期

第１期

７月23日（水） ７歳６カ月未満の子

幼稚園・保育所などの年
長児

１歳から２歳未満の子H19.６.26～H19.７.18生まれの子

H15.１.１～H15.４.１生まれの子

H19.７.１～H19.12.31生まれの子

H18.５.１～H18.５.31生まれの子

Ｂ型・Ｃ型ウイルス性肝炎は、インターフェロン治療の効果があれば、ウイルスを抑え、その後の重篤な病
気を防ぐことが可能です。そこで、奈良県ではこのインターフェロン治療の助成を実施しています。助成を受
ける場合は、申請手続きが必要です。
■対 象 者 次の項目を全て満たす人

q住所が奈良県内であること。
wＢ型またはＣ型ウイルス性肝炎と診断され、かつ肝炎インターフェロン治療
受給者の認定基準（主治医に問い合わせてください）を満たしていること。

e各種健康保険の被保険者またはその被扶養者であること
■助成期間 申請日の属する月の初日から１年間
■申請・問い合わせ先 吉野保健所感染症係　10747%20551

肝炎インターフェロン治療の助成を実施 ～奈良県肝炎治療特別推進事業～
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※

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

で
医
療
機
関
に
受
診
中
の
人
は
、

健
康
診
査
と
同
様
の
検
査
を
医

療
機
関
で
受
け
る
た
め
、
こ
の

健
康
診
査
を
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
受
診
方
法

個
別
健
康
診
査
お
よ
び
集
団
健

康
診
査
の
ど
ち
ら
か
の
受
診
に
な

り
ま
す
。

健
診
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
受

診
券
の
発
行
を
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
健
康
診
査
費
用

５
０
０
円
（
自
己
負
担
額
）

■
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

受
診
券
・
質
問
票
・
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
・
健
康
診
査

費
用
５
０
０
円

国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
の
集
団
健
診
は
、

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
の
集
団
健
診
と
同
時

に
実
施
し
ま
す
。

■
受
診
ま
で
の
流
れ

q
申
し
込
み

（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
予
約
）

w
受
診

e
健
診
結
果
の
通
知

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
基
本
健
康
診
査
」
が
「
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。

「
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
」
は
、
75
歳
以
上
の
人
と
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
人
の
う
ち
、
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
被
保
険
者
証
を
も
っ
て
い
る

人
を
対
象
と
し
て
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
し
、
必
要
に
応
じ
て
治
療

を
受
け
る
た
め
に
、
健
康
診
査
（
健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

■問い合わせ先
後期高齢者の健康診査について　町保健センター
国保加入者の集団健康診査について　町役場ほけん課

不規則な食生活、運動
不足、喫煙、飲酒などの生活習慣
の積み重ねが引き起こす病気で
す。
例えば、糖尿病・高血圧疾患・
虚血性心疾患・その他心疾患・く
も膜下出血・脳内出血・脳梗塞・
脳動脈硬化・その他脳血管疾患・
動脈硬化などがあげられます。

受診方法①　個別健康診査
■受診までの流れ
q町保健センターに申し込み→w受診券を発行（送付）→e各健
診機関へ予約連絡→r予約した健診機関で受診→t健診結果
通知（後日郵送または手渡し）

■町内個別健診機関

受診方法②　集団健康診査
■受診までの流れ
q町保健センターに申し込み→w受診日の予約→e受診券を発
行（送付）→r予約した受診日に受診→t健診結果通知（後日
郵送）

■実 施 日 下記の日程表のとおり
■受付時間 午前９時から正午まで
■実施場所 町文化会館小ホール（１階）
※　国保の加入者に対する特定健診の集団健診と同時に実施します。

岩診療所 大淀町北野80－６ 0 7 4 6#21 5 1 5
（医）田仲医院 大淀町下渕54－３ 0 7 4 7%20 3 2 3
（医）中辻医院 大淀町桧垣本104－２ 0 7 4 7%28 5 8 6
（医）弘仁会南和病院 大淀町大字福神１－181 0 7 4 7%45 8 0 0
（医）豊生会トミークリニック 大淀町矢走666－６ 0 7 4 7%45 5 0 0
ごいちクリニック 大淀町北野1913－６ 0 7 4 6#45 1 5 0
仲西整形外科 大淀町新野71－１ 0 7 4 6#21 8 0 1
町立大淀病院 大淀町下渕353－１ 0 7 4 7%28 8 0 1

国
保
の
集
団
健
診

日 程 表
○ ７月20日
○ ８月17日
○ ９月21日
○ 10月19日
○ 11月９日
○ 12月21日
○ １月18日

※いずれも日曜日です。
※予約受付締切は、各健診日
の10日前です。（７月20日の
み受付締切は７月15日です）

生活習慣病とは？

40
歳
〜
74
歳
の
あ

特
定
健
康
診
査

後
期
高
齢
者

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

健
康
診
査 
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査 
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28 29 30
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1210 11

41

8 9

2 5

文化会館・図書館ともに休みの日 

図書館が使用できない日 

水 

7

21

313131

※7月21日は、自主事業「キッズカーニバル」のみ実施します。 

７月のおはなし会
●７月20日（日）午後３時～
こどものためのおはなし会
●７月26日（土）午後２時30分～
こどものためのおはなし会
●７月27日（日）午後２時～
大人のための朗読会　響

いよいよ夏休み。家族や友だちと旅行に出かける人も多いので
はないでしょうか。
レジャーや観光、スポーツ、グルメなど旅の目的はさまざまです。

みなさんはどのような旅をしますか？図書館では「旅」をテーマ
にした図書をたくさん用意しています。

リサイクルブックフェアー

保存期間を経過した雑誌や図書館で利用を終えた
図書を無料で持ち帰るリサイクルブックフェアーを
開催します。
■日　時 ７月12日（土）午後１時から午後４時まで
■場　所 町文化会館小ホール

ストーリーテラー養成講座開催中

■日時・内容
７月18日（金）おはなしの選び方
８月22日（金）覚えること・語ることについて
９月26日（金）おはなしってこんなに楽しいよ！
※各回とも午後１時30分から午後３時まで
■場　　　所
町文化会館　２階　研修室Ｂ
■対　　　象
絵本とお話しを語る人（経験問わず）
■講　　　師
吉田煕子さん（御所おはなしの会）
■定　　　員
30人程度（先着順）
■申 し 込 み
図書館カウンター、または電話で申し
込んでください。
町立図書館　10747%42120

課題図書
貸し出します

○小学校低学年
『ふしぎなキャンディーやさん』
『ぼくがラーメンたべてるとき』
『かわいいこねこをもらってください』
『ちいさなあかちゃん、こんにちは！』

○ 小学校中学年
『３年２組は牛を飼います』
『ぼくのだいすきなケニアの村』
『花になった子どもたち』
『今日からは、あなたの盲導犬』
○ 小学校高学年
『チームふたり』
『耳の聞こえない子がわたります』
『ブルーバック』
『なぜ、めい王星は惑星じゃないの？』

○中学校
『となりのウチナーンチュ』
『曲芸師ハリドン』
『天馬のように走れ』
○高等学校
『荷抜け』
『兵士ピースフル』
『オデッセイ号航海記』

課題図書
貸し出します

町文化会館 あらかしホールや会議室などが7月7日から月曜日も利用できるようになりました。
各種イベントや会議にぜひ利用してください。 ◇問い合わせ先 町文化会館

「ペンギンきょうだいれっしゃのたび」
作／工藤ノリコ　ブロンズ新社

「旬の駅弁名鑑800」
著／塩入志津子　講談社

なかよしペンギンの３き
ょうだい。３匹だけでれっ
しゃにのっておじいちゃん
とおばあちゃんのおうちに
あそびにいきます。ハンカ
チ、ちりがみ、プレゼント
もわすれずに。えきでおべ
んとうをかったらさあしゅ
っぱつ！

ドキドキ、ワクワクの３きょうだい。はじめてのれっし
ゃのたびはどうなるのでしょう。

『ＪＴＢ時刻表』で20年以上
駅弁を紹介してきた著者が、北
海道から沖縄まで、１月から12
月まで旬のおいしさが味わえる
駅弁800種類を旬とエリア別に
紹介する駅弁歳時記。その他、
食の祭りイベントや各地の郷土
料理、うわさの空弁や道弁・船
弁などのおいしい情報も満載。
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■日時 午前９時～午後４時
（土、日、祝日を除く毎日）

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場人権施策推進室

■日時 毎週月・水・金曜日
午前９時～午後５時
（祝日および金曜日の午後を除く）

■場所 大淀町中央公民館３階
■問い合わせ 教育相談室　10747%21525

■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 大淀町社会福祉協議会
■問い合わせ 大淀町社会福祉協議会

10747%30589

■日時 ７月16日d
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談

教育相談

人権相談

■問い合わせ 吉野町役場町民税務課
10746#23081

■日時 ８月15日f
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

10747%20001
■日時 ９月16日c

午後１時～午後４時
■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

10747%25501（要予約）

■日時 毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場（７月～９月）
■問い合わせ 吉野町役場町民税務課

10746#23081

■日時 ７月19日g
午前９時～午後４時

■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ
県建築協同組合中吉野支部
10747%29971

住宅増改築相談

消費生活相談

■日時 毎月第２火曜日
午前10時～午後３時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

■日時 ８月１日f
午前10時30分～午後４時

■場所 吉野町中央公民館
■問い合わせ 高田こども家庭相談センター

10745@26079

児童相談

無料交通事故相談相 談 

法テラス
身近な法的トラブルについてお

気軽にお問い合わせください。
解決に役立つ法制度や最適な相

談機関を紹介します。

■問い合わせ　
法テラス奈良 1050－3383－5450
法テラス南和法律事務所
（下渕やすらぎビル内）

1050－3383－0025

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業を
実施しています。
■ク ラ ス ひよこクラス（３ヵ月～１歳３ヵ月）月２回

パンダクラス（１歳児）月曜日
ウサギクラス（２歳児以上）水曜日
ママトーク（園児、小学生の保護者）月１回
プレママっこ（マタニティー）月１回

■時　　間 午前10時～午前11時30分（９時30分から開放）
■場　　所 町地域子育て支援センター
■持 ち 物 水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前10時から午後２時までです。

■育児相談 育児相談は随時受付をしています。
希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。

■問い合わせ 延明保育園　10747%20388

ベビーマッサージ（要申込）
◇日　時 ７月29日（火）午前10時から午前11時30分まで
ママ・エアロビクス
◇日　時 ７月29日（火）午前10時20分から午前11時まで
ファミリー夏祭り（要申込）
◇日　時 ８月２日（土）午後４時から午後６時まで
◇場　所 町地域子育て支援センター
◇内　容 リズムあそび、プチ夜店、お話の世界など

マタニティークラス（プレママっこ）
◇日　時 ７月22日（火）午前10時から正午まで
◇内　容　ハンドマッサージ（助産師が指導します。オイル代

300円、ハンドタオルが必要）

サテライト保育
◇日　時 ７月15日（火）
◇場　所 北野東公民館
◇対　象 北野に在住の人

ひ
よ
こ
ク
ラ
ス

パ
ン
ダ
ク
ラ
ス

ウ
サ
ギ
ク
ラ
ス

「自宅で子どもとの関わり方」「オムツ替え」
「授乳」など家庭での子育てについて相談がある
場合は、自宅に訪問します。気軽に利用してく
ださい。

七夕パーティー・手作りおやつ
（スプーンセットを持参してください）

お誕生日会
（７月生まれのお子さんを募集します。
保育園の乳児クラスと合同で行います）
午前10時から午前11時まで

ふれあいあそび

七夕パーティー・手作りおやつ
（スプーンセットを持参してください）

ワイワイタイム

お誕生日会
（７月生まれのお子さんを募集します。
保育園の乳児クラスと合同で行います）
午前10時から午前11時まで

祝日（海の日）のため休み

うんどうあそび

シャボン玉あそび（汚れてもよい服装）

どろんこあそび
（オムツ、汚れてもよい服装、着替え、
タオルを持参してください）

お誕生日会
（７月生まれのお子さんを募集します。
保育園の乳児クラスと合同で行います）
午前10時から午前11時まで

ワイワイタイム

ダイナミックあそび（ボディーペイン
ティング、泥んこあそび、プールあそ
びなど）オムツ、汚れてもよい服装、
着替え、タオル、水着を持参してくだ
さい

７／７（月）

７／17（木）

７／22（火）

７／７（月）

７／14（月）

７／17（木）

７／21（月）
７／28（月）
７／９（水）

７／16（水）

７／17（木）

７／23（水）

７／30（水）

町文化会館
イ ベ ン ト

「ステップアップピアノコンサート＆根岸弥生ピアノコンサート」
※時間や料金など詳しくは本紙折込チラシをご覧ください。
9／6（土）第8回能楽座公演決定 お楽しみに！！

8／3（日）
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■
パ
ネ
ル
展
示

「
大
淀
町
の
指
定
文
化
財
」

■
展
示
期
間

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

■
展
示
場
所

町
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

課吉
野
川
の
清
流
を
守
る
た
め
、
７

月
21
日
（
月
）
か
ら
８
月
31
日
（
日
）

ま
で
、「
吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

７
月
21
日
に
は
、
ご
み
の
回
収
を

し
な
が
ら
啓
発
活
動
を
行
い
、
マ
ナ

ー
向
上
を
呼
び
か
け
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
住
民
生
活
課

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。）

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
年
金
手

帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
、
町
役
場
ほ

け
ん
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
20
年
１
月
１
日
時
点

で
本
町
に
住
民
票
の
な
い
人
は
、
所

得
情
報
の
あ
る
前
住
所
地
で
、
所
得

を
確
認
で
き
る
「
課
税
（
非
課
税
）
証

明
書
」
な
ど
を
取
っ
て
町
役
場
ほ
け

ん
課
の
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
19
年
４
月
以
降
で
離

職
・
退
職
し
た
人
は
、「
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
」
ま
た
は
「
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
」
の
写
し
、
共

済
組
合
加
入
者
で
あ
っ
た
人
は
、「
退

職
辞
令
書
」
の
写
し
な
ど
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

q
継
続
免
除
申
請
を
利
用
し
て
承
認

を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

w
前
年
度
分
の
免
除
申
請
を
希
望
す

る
人
は
、
７
月
中
に
手
続
き
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

e
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ず
保
険
料

が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
が

い
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
ほ
け
ん
課

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

1
０
７
４
５
@2
３
５
３
１

７
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の
決
定

時
期
で
す
。
保
険
税
は
み
な
さ
ん
が

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費

を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
制
度
運

営
の
大
切
な
財
源
に
な
り
ま
す
の
で
、

保
険
税
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
送
付
対
象
者
お
よ
び
送
付
内
容

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
、
平
成
20
年
４
月
以
降
に
資
格

を
取
得
お
よ
び
喪
失
さ
れ
た
世
帯
に

通
知
が
届
き
ま
す
。
通
知
内
容
は
、

国
民
健
康
保
険
税
決
定
通
知
書
と
納

付
書
【
全
期
分
・
第
１
期
（
７
月
）
〜

第
９
期
（
３
月
）
の
９
回
分
】
で
す
。

q
国
民
健
康
保
険
税
決
定
通
知
書
に

は
世
帯
の
平
成
20
年
度
国
民
健
康

保
険
税
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
納
付
書
に
は
納
期
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

w
今
年
度
か
ら
ま
と
め
て
納
付
で
き

る
「
全
期
分
納
付
書
」
を
同
封
し

て
い
ま
す
。
１
年
分
ま
と
め
て
納

付
す
る
人
は
全
期
分
納
付
書
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

e
国
民
健
康
保
険
税
は
、
便
利
な
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※

平
成
20
年
度
は
、
国
民
健
康
保

険
税
算
定
方
法
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
賦
課
限
度
額
、
ま
た
は
高

額
療
養
費
の
給
付
制
度
の
変
更
な

ど
幅
広
く
制
度
の
改
定
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
、
本
紙
折
込
の
広
報

「
こ
く
ほ
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
７
月
は
第
１
期
納
期
で
す

月
末
が
納
期
限
で
す
。
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
な
い
も
の
、

納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
、
金
額
を
修

正
し
た
も
の
、
汚
れ
な
ど
に
よ
り
バ

ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
な
い
も
の
、

30
万
円
を
超
え
る
納
付
書
な
ど
は
取

り
扱
え
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
取
り
扱
い
店
な
ど
の
詳
細
は
、

送
付
さ
れ
る
納
付
書
の
裏
面
に
記
載

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
ほ
け
ん
課

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
で
、
平
成
19
年
中
の
所
得
申
告

を
し
て
い
な
い
世
帯
は
、「
国
民
健

康
保
険
に
係
る
所
得
申
告
書
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
役
場
ほ
け

ん
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
ほ
け
ん
課

平
成
21
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学

校
の
教
科
書
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
場
所

¡

吉
野
小
学
校
（
吉
野
町
）

¡

川
上
中
学
校
（
川
上
村
）

¡

下
北
山
小
学
校
（
下
北
山
村
）

¡

三
村
小
学
校
（
十
津
川
村
）

¡

野
迫
川
村
教
育
委
員
会（
野
迫
川
村
）

¡

県
立
教
育
研
究
所
（
田
原
本
町
）

■
展
示
期
間

７
月
18
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※

学
校
が
休
み
の
日
は
閲
覧
で
き

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課

文
化
財
パ
ネ
ル
展
示

国
民
健
康
保
険
税
が

確
定
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
の

所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

教
科
書
展
示
会

吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

広 告 募 集 中 広 告 募 集 中



町　　　役　　　場
0747－52－5501

0747－52－5502

大　　淀　　病　　院 0747－52－8801

水　　　道　　　部 0747－52－0137

大　淀　消　防　署 0747－52－1199

教　育　委　員　会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

老 人 福祉センター 0747－52－9733

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

桜 ヶ 丘 児 童 館 0747－52－8319

旭ヶ丘総合センター 0746－32－5189

杉本記念文化センター 0746－32－2489

平　畑　体　育　館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文　　化　　会　　館 0747－54－2110

図　　　書　　　館 0747－54－2120

大淀町社会福祉協議会 0747－53－0589

訪問看護ステーション 0747－52－1941

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 0746－34－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745－67－0543

sssss
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食
事
は
健
康
な
身
体
を
つ
く
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
調
理

実
習
な
ど
を
通
し
て
、
親
子
で
楽
し

く
「
食
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
　
時

７
月
29
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
ま
で

■
対
　
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

小
学
生
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
定
　
員

15
組

■
場
　
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

■
主
　
催

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

物
品
・
製
造
・
役
務
等
に
か
か
る

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
追

加
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
た
だ
し
、
町
水
道
部
、
大
淀
病
院

を
除
き
ま
す
。）
こ
の
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
有
効
期
限
は
、

登
録
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

で
す
。

■
申
請
様
式

本
町
統
一
様
式

■
提
出
部
数

１
部
（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

■
受
付
期
間

平
成
21
年
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
　
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
提
出
書
類

町
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
ま
す
。

（http://www.town.oyodo.nara.jp

）

■
提
出
場
所

〒
６
３
８
―
８
５
０
１

吉
野
郡
大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０

番
地
　
町
役
場
総
務
部
総
務
課

■
申
請
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送
（
平
成
21
年
２

月
27
日
ま
で
の
消
印
有
効
）
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
の

場
合
は
必
ず
簡
易
書
留
と
し
、
封
筒

に
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
在

中
」
と
朱
書
し
て
、
返
信
用
ハ
ガ
キ

１
枚
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
総
務
課

夏
の
す
て
き
な
思
い
出
を
残
し
て

く
れ
る
花
火
。
で
も
、
花
火
が
原
因

で
火
災
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

花
火
を
す
る
時
に
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

q
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
、
子
ど
も

だ
け
で
は
花
火
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

w
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
の
な
い
場

所
で
花
火
を
す
る
こ
と
。

e
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
て
確
実
に
火

を
消
す
こ
と
。

r
風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い
こ

と
。

■
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

大
淀
消
防
署

火
事
・
救
急
は
１
１
９

お
や
こ
の
食
育
教
室

物
品
・
製
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中吉野駐車場 

至土田 
中吉野警察 大淀病院 
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駐車料金　1回 300円
利用時間　24時間
●問い合わせ先　町役場総務課

広報紙・ホームページ
大淀あらかしテレビ（ ）広告募集中 お店や事業所の紹介に広告を掲載しませんか

◇問い合わせ先 町役場企画課

町立大淀病院
助産師・看護師・准看護師募集中

常勤・パート（臨時職員）を募集
しています。

■町立大淀病院 10747%28801
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のうごき
平成20年５月31日現在

●人　口 20,381人（－23）
男 9,767人（－19）
女 10,614人（－14）

●世帯数 7,629 （－11）
（ ）内は前月との比較

大淀町民憲章
（平成3年11月1日制定）

わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

このコーナーでは、町の
がんばっている人を紹介
します。

あこが

木 

花 

アラカシ 

梨　
花 

20

●●●

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

宮口
みやぐち

みのりさん
（北野出身）

宝塚音楽学校在籍

★「宝塚」に入るのが夢でした
この春から、宝塚音楽学校で勉強しています。
小学生のころは、習っていたバレエのレッス

ンがとても楽しく、将来はバレリーナになりた
いと思っていました。
中学の時、テレビで宝塚歌劇団の男役の人を

見て格好いいなあと、あこがれの気持ちから文
集に「宝塚に入りたい」と書きました。
このころから夢は「宝塚」になっていたのかな？
★全てをかけてチャレンジしました
宝塚音楽学校の最初の受験は中学3年生の時

でした。特に何もしないで受験したので不合格
でした。2度目は高校2年生の時、しっかり勉強
したつもりだったのに結果は「不合格」。ショッ
クでした。今回が最後のチャンス。毎日大阪へ
レッスンに通い1年間のすべてをかけて、やっ
と「宝塚」への切符を手にすることができました。
発表を見たときは、とてもうれしかったです。

今まで応援してくれた家族や友人、そしてまわ
りの人に感謝しています。
★将来の夢は…
存在感のあるスケールの大きな役者さんにな

りたいです。めざすはもちろん「トップスター！」。
不安はありますが自分が決めた道なので頑張

りたいです。

奥秋 琴
こと

羽
は

ちゃん
（平成19年６月１日生まれ）

おくあき

両親からのコメント

（土田）

元気にやさしく育ってね

OY011011
新規スタンプ

OY011011
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OY011011
新規スタンプ




